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Ⅰ, これからの公民館の姿（地域の現状 と 将来のあるべき姿）
　1, 今、なぜコンバージョン（機能向上）なのか　～これまでの公民館活動とその限界～

　　　草創期～発展期(昭和50年～昭和60年)・・公民館活動を中心に、地域を基盤とした社会教育の推進
　　　昭和50年、竜王町の社会教育活動の拠点施設として竜王町公民館が開館しました。人々の学習意欲を喚起し当町のまちづくりを進めるために、当時、公民館が掲げた目標は次のものでした。

“「みどりと文化の町」を標榜する竜王町にとって、その基盤を成すのは教育である”そして「まちづくりを左右するのは、他でもない、そこに住む人にある。」との認識から、活動を通して町民の生活の質を高めること。

この目標のため、教室や講座は町民にとって必要であり求められるものを中心に青少年から高齢者を対象とした様々な学習機会を用意し、運営は地域に根ざす各種団体と連携を図ると共に、地域に対しては、社会教育推進組織づくりも働きかけました。更に、町文化協会の発足や文化芸術グループの育成をはじめ町民の文化活動の日常化に向け、町文化祭等の開催など一定の成果を得てきたところです。
公民館は何をなすべきか？めざす目標を掲げ、到達度を見極め、しっかりと歩みを進めることの大切さを改めて思います。

　　成熟期（昭和61年～平成10年）・・地区社会教育活動・公民館活動の充実
　　　開館から十余年。公民館教室や講座、また、町民の文化芸術活動の集大成とも言える文化祭等の取組み等、開館以来、継続して蒔かれてきた社会教育の種は、昭和50年代後半から平成へと移る頃から漸く実り始めてきました。

　　　地域では、各種団体の支部組織や一般住民を取込んだ社会教育推進組織を中心に、地区文化祭や運動会などが開催され地域レベルでの交流機会が生まれると共に、これらの地域活動を基に町公民館を舞台に、全町レベルでの交流がなされました。自主活グループも100を超える等、文化活動も裾野のひろがりが見られました。
　　停滞期（平成11年～平成20年）・・社会の変化と人々の価値観の多様化を前にして
　　　しかし、わが国の経済成長が進展する中、人々の就業形態も大きく変わり、その生活も地域から職場中心にシフトしました。この社会変化は当町でも例外ではなく、地域から個人中心の考えへと住民意識も大きく変化しました。特に、ＩＴの進展に象徴される情報化社会の到来は、私たちの価値観の多様化に一層拍車をかけ、興味や関心の対象も人それぞれ異なり、従来の地域を前提とした公民館活動の限界も見えてきました。
　　　また、公民館に目をやると、これら社会や人々の変化を前に、公民館活動の目標を描けない状況です。だからこそ、住民ニーズの把握や世相変化を踏まえた事業展開を進めるうえでも、企画立案から実践、評価検証という一連（ＰＤＣＡ）の対応の中で公民館活動の目指すところを指し示し取組むことが必要です。
　　公民館の復権・再生に向けて（平成21年～）・・コンバージョンを好機と捉えて

そして、常に職員が入れ替わる体制では、専門性が求められる教育機関として十分な機能を発揮できず、昨今の公民館を取り巻く厳しい状況下では、その存在意義すら問われます。今一度、「公民館は社会教育の学校」であることに思いを致し、教育機関として地域社会の構成者（学校、家庭、各種団体、企業等）が、総がかりで子どもたちの支援を通して地域社会の活性化に向け、目標を共有しつつ「自らのまちを自らでよりよくする」ために、それぞれの立場に応じ協力し合い高まっていく核（中心）となる等、あるべき姿を提示し、再び、地域が活力を取り戻し、新しいまちづくりに向け活動を巻き起こす専門職の配置が望まれます。
　　　大型商業施設が隣接立地する今、装いも新たに生まれ変わる今回の公民館コンバージョン（機能向上）を単に老朽化施設の増改築事業に留まらせることなく、活動面でも、商業施設との相乗効果も含め、地域の人々が身近に参加・交流し、学べる機会をつくりながら、共に仲間づくり・まちづくりを実践する拠点として、社会や地域の要請に応えられるものとすることが至上命題です。
　2, 生まれ変わる公民館のめざすもの 
　　(1) 学校支援や子ども・若者支援を通して、地域の教育力向上へとつなげます！
　　平成18年教育基本法が、更に、同20年社会教育法がそれぞれ改正されました。その主な点は、「学校・
家庭・地域の連携を進め、社会全体の教育力向上を目指す」ことです。中でも、学校の授業終了後や週末
に、また、社会教育の学習機会での成果を活用して、学校・社会教育施設等で行う教育活動等の機会提供
（社教法第５条13号・15号）が明記されたことは、従来の社会教育のあり方と一線を画し、学校支援を
通して住民の学びや地域活性化にも繋げようとするものであり、特筆されます。
少子高齢化が進む竜王町でも、今後、地域の活力を維持・向上する上で様々な地域課題が懸念されています。現状への対応としての高齢者支援の充実に比べ未来への投資ともいうべき青少年への支援は今後の課題となっています。そこで、将来の竜王町を担う青少年（地域の子どもたち）のための活動を通じて言葉を交わし共に汗を流して形成された人間関係は関係者の絆を固くすることとなり、当町のまちづくり課題の解決への原動力へと繋がることをめざし、公民館は、まず、学校支援により、子どもたちの「生きる力」を育むことを第1目標とし、公民館の学びや人材・情報等を活用しつつ具体的施策を展開します。また、価値観が多様化した今日、地域の人々に直接関わる課題解決を目指す取り組みを進めるにも、その前提となる合意形成が難しいですが、学校を核とした「地域の子どもたちのため」の活動は、わが子（孫）の通う学校への、また、母校への支援でもあり、多くの人々の共通理解が得やすいものと考えます。
　　そして、人々が地域社会で熱心に学び、それを生かして生き生きと活動する姿こそが子どもたちに好ま
しい影響を与えることを踏まえ、更に、地域社会の教育力向上へと繋げます。

　　また、平成21年7月には、子ども・若者育成支援推進法が公布され本年4月から施行されました。本法

の目的は、「教育、福祉、雇用等の関連分野における子ども・若者育成支援施策の総合的推進」と「ニート

やひきこもり等の困難を抱える若者への支援を行うための地域ネットワークづくりの推進を図る」ことであり、公民館では町内におけるこれらの取り組みを推進することで、様々な課題を抱える状況に置かれる子どもや若者への支援拠点としても機能向上をめざします。
　(2) 地域支援への広がりから、新たなまちづくりの契機、そして、活動拠点へ　
　　学校・家庭・地域の連携は、子どもの教育問題に留まらず、地域やまちづくりの問題でもあり、社会全
体の教育力向上を目指すものだという認識を持ち、学校支援の活動を通して、地域の人々が ①交流し新た
な人間関係が形成され、②公民館での学習成果や自分たちの特技や技能などのできることを学校支援に活
用されることで社会貢献や参加を促し、更なる学習意欲向上や地域での学習活動の指導者へと活動範囲を
広げることにより、地域の活性化への好循環を作り出します。

これにより、一人ひとりの生涯をより豊かにする公民館での生涯学習活動が、学校（子どもたち）支援を窓口に、地域の活性化（まちづくり活動の推進）へと広がり、互いの活動が相乗効果を生み出すことで、公民館を拠点とした学校や家庭、地域（各種団体・各地区・企業 等）とのネットワークを構築します。
　(3) 施設の機能を生かし、様々な交流を通して学べる公民館をめざします
　　　ａ,老人会と連携して高齢者対象の事業展開を進め、団塊世代の地域参加の推進を図ります！ 

　　　　　団塊世代の大量退職を機に、今、この世代の人々の経験や知識を地域の財産として活かすことが求められています。反面、これまでの長期間に及ぶ職場中心の生活からか、円滑な地域社会への仲間入りができないことも指摘されています。これらの人々が、退職後も「やりがい や 生きがい」を持つことで充実した人生を送ることは生涯学習の視点からも大切です。また、地域社会にとって、有為な人材が発掘できるかどうかは、地域の将来を左右するとも言えます。

　　　　　そこで、地域の先輩でもある老人会の入会者減少という課題も踏まえ、地域を活かし地域に活かされる高齢者活動の展開をめざし、老人会との連携の下、団塊世代の地域参加を推進します。

　　　ｂ,子育て中の方々を応援します！

　　    　公民館の1階は、中庭（キッズランド）を中心にホールや和室、増築部分（交竜フロア）では、子ど
もたちやその関係者が安心してくつろげ、遊べる機能を持たせました。これにより、主催行事や事業だ
けでなく、広く、子育て支援活動に利用していただくことにより、お母さんにとって、子育て情報の共
有や育児に関する学びの場として受け入れられる、子育て世代に優しい施設にします。
　　　ｃ,公民館活動で得た情報などを発信し、情報の拠点化をめざします！

　　　　公民館独自にホームページを開設し、常にその時々「旬の話題」を中心に、地域の社会教育活動や文化活動、学校活動、そして、公民館活動や人材情報などを積極的に収集し発信することで、情報化時代に相応しい情報拠点施設をめざします。

　　　ｄ,１階機能を有効活用し、文化活動の成果の発表を通して文化芸術活動の振興を図ります！

　　　　コンバージョンに伴い、１階では展示（発表）機能が格段に改善されたことにより、今後は、自主活動グループはもとより、町内の様々な文化活動の利用に供することにより、町内の文化芸術活動の振興をはかります。

特に、学校支援の重点化を踏まえ、小・中学校での文化活動を中心に「学校の今」を一般町民が理解する機会の創出にも力を注ぎ、学校支援の機運も高めます。

　　  ｅ,気軽に立ち寄れ、くつろげる。そして、楽しい会話で仲間の輪が広がる「たまり場」を大切にします！
　　　　　商業施設の買い物ついでに、バス待ちの合い間に、友人との待合わせに と、気軽にロビーやフロアを利用していただけるように、そして、これらの時間の中で公民館活動の「今」を知っていただけるようにと、作品展示（掲示）やモニターテレビ等を活用した情報発信、そして、インターネット環境を整える等施設設備を整えると共に、居心地の良い明るい雰囲気づくりに心掛けます。
　　　　　また、ミニコンサート等の催しやワゴンサービスの提供により、くつろぎ機能を充実します。
　　　　　更に、当面の間、午後10時以降（午前0時まで）増築部分については青年団活動（会議やミーティング等）に供する社会的実験を行い、今後の青年団活動支援のあり方について検討を加えます。
　　　ｆ,老人会や団塊世代の活動支援を通して、子どもたちとの世代間交流を図ります！
　　　　　公民館活動の中で、子育て支援活動と高齢者活動をコーディネートすることにより、また、これらの中に地域学習や体験学習等の学びを仕掛けることにより、世代間交流を生み出します。
　　　ｇ,ふるさとの歴史や文化に触れる機会を設け、文化財愛護の普及・啓発を通して愛郷心を育みます！
　　　　　児童・生徒をはじめ広く町民を対象に、町内で発見された文化財（遺物等）の整理作業を見学し、時には実際に作業体験をすることや、企画展示・講座開設を定期的に実施することで竜王町の歴史や文化を学び、その価値について理解を深め、ふるさとの魅力を知り、自ら住む地域を愛する心を育てます。
h,現在、分散している発達支援機能を一元化し、支援体制の充実を図ります！
　　　　　現在、発達に支援の必要な児童・生徒や障害者への取り組みは、個々の状況や環境に応じて、健康推進課・福祉課・学務課の３課に分散しています。今回のコンバージョンにより、その支援機能を一元化し、３階を竜王町ふれあい相談発達支援センターとして位置付けます。

　　　　　そこでは、これまで成長段階に応じて担当が分担されていた支援を、保健・福祉・医療・教育・就労に至るまでの必要課題の解決に向け、一貫して継続的かつ総合的に提供します。
　　　　　また、必要に応じ、社会体験の場として１階でのワゴンサービス体験、２階で企画されたイベント等への参加など、公民館の１～３階機能が連携し、青少年の支援を展開します。

i,活動の検証を行い、常に、地域住民や社会が求める公民館活動を追及します！

公民館活動の質が維持されることはもとより一層の向上を図かるため、町民（利用者および一般住民）の思いが反映されることや施設機能の充実をめざし、また、地域社会の変化が求める現代的課題の解決を踏まえた公民館活動行われるよう、公民館活動や施設機能の有効活用についての自己評価を行い、常に存在価値を認められる公民館活動を進めます。
　(4) 運営のための組織と職員構成

　　　　公民館が住民に親しまれ、施設機能はもとより教室・講座や催しにと活発に利用されるためには、施設の構造を理解し、地域の人材をはじめとする様々な情報や学校・関係施設や機関等を知り、それらを結びつけることのできる見識豊かな専門教育職員が必要です。竜王町公民館では、社会教育に造詣の深い館長や職員を配置し、その上で、社会教育指導員としての社会教育主事、教職員等５名程度の人員を確保していきますが、出来得る限り正規職員での職員配置が望まれます。
　　　　社教主事等の専門教育職員は、その専門性を高めるため、自主的な研鑽を怠らず、日常業務を通じて絶えず向上をめざす高い志と、社会の変化を感じ取る洞察力、具体的な活動へとつなぐ実行力が必要です。
Ⅱ, 竜王町公民館　活動計画

＝　公民館　１Ｆ　＝

　1, 位置付け

　　・団塊世代への取り組みが求められる中、老人会と連携し高齢者対象の事業展開を行う拠点。

　　・子育て支援活動を活かした取組み。（中庭：キッズランド、ホール、和室）

　　・情報収集と発信の拠点化。

　　・ホール、ロビー、増築部分（交竜フロア）を活用した文化芸術活動の振興。

　　・学校、地域 支援本部活動を見越した、教室、講座の開設。（人材の土産土法：地域・学校 支援人材の発掘と育成）

・様々な来館者（利用者）を想定した世代間交流を生み出す「たまり場機能」の演出。

例：青年団等の深夜活動への対応、バス待ち高齢者等の交流（増築部分）、子どもを見守りながらの休憩（増築部分・中庭）など、

　　・幼児から成人までを対象とし、就労支援を見据えた発達支援センター機能。

2, 機能について

　 (1) 新公民館施設の各部屋等の名称変更について

　　　＊従来の名称を変更し、利用者に「変わったな！」と印象付ける。また、どのような利用が出来るかが理解できる部屋の名称とする。

　(2) 機能向上を踏まえた、各部屋の利用について

（ホール）
A ステージ活用の場合

　　　　　　　　　　従来同様 ⇒ 文化祭、発表会、団体利用（総会、研修会）、自主グループ発表　

　　　　　　　　　　新　　規 ⇒ 中学校、小学校 クラブ活動発表

　　　　　　　　　　　　　　　　＊住民向け、ミニ文化祭的なもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　例：吹奏楽部の発表、合唱コンクールの優秀クラスの発表　など

　　　　　　　　　　　　　　　　＊吹奏楽部の定期演奏会

　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 町内外を問わず、アマチュアバンドの演奏会

　　　　　　　　　　　　　　 ⇒ 平和堂をはじめとした町内事業所のイベント利用　※ 営利目的以外

　　　　　　　　　B フロア部活用の場合 （子育て支援活動）

　　　　　　　　　　＊雨天時など子どもたちの室内遊戯場

　　　　　　　　　　＊子育て支援活動をはじめ雨天（荒天）時の室内広場としての活用

（和室）
　　＊飲食を可能とし、また、持ち込みも可能。（アルコールについても可）

　　　　 　　　＊華道・茶道・舞踊 等の伝統文化の活動場所としても活用。（教室、講座、自主活Ｇなど）

　　　　　 　　＊調理室との一体利用も想定。　例：調理室で調理し、和室で会食。

　　　　 　　　＊子育て支援活動での利用。

（キッズランド）
　　　＊子育て支援活動での利用。

＊子連れの来館者等の子どもたちが遊ぶことの出来る空間。

　　　　　 　　＊イベント時の屋外催し。　　例：野点 など

（調理室) 
　　＊１Ｆでのワゴンサービスのための軽食調理など、館内サービスのバックヤード活用。

　　　　 　　　＊和室での会食のための前準備 等。

（倉庫：シニア支援室）

　　　   ＊町 老人会事務局の入居

　　　　　 　　＊退職シニア（団塊世代）への取り組みが、公民館活動・まちづくり活動からの急務であり、公
民館が老人会と連携しつつ高齢者対象の事業展開を図る拠点。

（スタッフルーム）
　　＊教室、講座の開設と運営

　　　　　　　 ＊施設の維持管理と機能向上へのハード面対応

　　　　 　　　＊情報発信（掲示、ホームページ、増築部ディスプレイ etc）

　　　⇒　２Ｆとの兼ね合い（支援ボランティア拠点）

　　　（談話室）

　　　　　　　 ＊事業・イベント・教室の打合せ会議、講師控室、来客対応 等に利用するスペース。

（交竜フロア）
　＊不特定の利用者を想定し、交流とくつろぎを確保

　　　 　　　　＊イベント時を中心に、又は、常時でワゴンサービスによる喫茶・軽食等の販売

　　　　　　　　　　　　　主は、やまびこ福祉会 を中心に。発達支援の社会体験活動も受入れ。

　　 　　　　　＊オープン講座の開設、ミニコンサートでの活用（簡易ステージ）

　　 　　　　　＊インターネット閲覧コーナー 、モバイル対応など

　　　 　　　　＊午後10時以降に青年団活動で利用（社会実験：詳細は協定書等で確認）

　　　　　　　

　　　（収納庫　１）

　　　　　　　 ＊公民館施設および活動にかかる書類や文書等の収蔵に利用。

　　　（屋外倉庫）

　　　　　　　 ＊イベント時の屋外使用資材の保管

　　　　　　　 ＊貸出し用資材（イス・長机等）の保管

3, 機能向上のための施設運営・公民館活動について

　　(1) 運営について

　　  　　　　＊開館時間：午前８時３０分～午後１０時

　　  　　　　＊休 館 日：年末年始を除き、日・月も含めた年間開館

　　　　　　　　　・試行対応としての増築部分の開館延長（社会的実験）　午後１０時～午前零時
　　　　　　　　　・青年団との利用に関する協定書の作成

(2) 活動計画
　　　　a, 学校、地域 支援地域本部に関して

          第１段階 ⇒ 学校支援地域本部の設置（Ｈ22：先行実施、Ｈ23：本格実施）

　　　　　　　　学校（園）と地域人材を公民館（地域コーディネーター）がコーディネート

　　　　　 ⇒ 学校支援ボランティアの発掘・育成とコーディネート

　　　　　　　1, 自主活動グループ他・総合学習等での伝統文化体験等（生け花、華道、茶道、部活動指導etc）

　　　　　　　2, 各種団体　　　　　・地域に於ける体験学習への協力（老：伝承遊び、地域のいわれetc）

　　　　　　　3, 退職シニア　　　　・現役時代のスキルを授業に活かす(教科補助etc)
　　　　　　　4, 公民館教室指導者　・必要に応じ

　　　　　　　5, 来館者やその他　　・人材募集の周知と登録

(ＨＰ・館報・町広報紙・館内掲示・平和堂掲示・銀行・図書館 etc)

　　　　　 ⇒ 学校支援ボランティアの育成

　　　　　　　ボランティア講座の開設（２つの視点）　

　1, 学校支援ボランティア活動とは（活動をスムーズに進めるための講座）

　　　　　　　　　　　　　　　町内の子どもたちの様子と学校の現状

　　　　　　　　　　　　　　　活動することの社会的価値や意味（やりがいを生み出す「価値観」の創出）

　　　　　　　　　　　　　　　趣旨、システムの紹介　　
　＊想定講師：小・中学校 教諭、公民館職員　など

　　　　　　　　　　　　2, 教室や講座による分野ごとの人材育成

　　　　　　　　　　　　　スキルアップ 講座 

　　　　　　　　　　　　　　＊コーディネーターの情報収集を踏まえ、人材育成が必要とされる分野について養成講座の開設（視点を変えると、公民館教室・講座）

　　　　　　　　　　　　　　＊公民館職員とコーディネーターの密接な連携により、運営

　　　　　　　　　　　　　　＊学校のみならず、地域の要請にも応え得る人材育成と活動支援

　　　　　　　　　　　　　　＊公民館教室の知識・技能を地域に還元

　　　　　第2段階 ⇒ 「学校・地域」支援本部の活動

　　　　　　　　 　　・地域活動などの指導者としての人材派遣

　　　　　　　　　　　　　　現状を踏まえた例：美松台子ども学習室、子ども会活動、高齢者活動の指導者として

　　　　　　　　　　　　　　　　＊アンケート等による需要把握と対応

第3段階 ⇒ 「学校・地域・まちづくり」支援本部の機能

　　　　   　　　　　・行政 まちづくり関係活動を２Ｆへ配置し、公民館全体として、公民館施設が、将来の竜王町のあり方を方向付ける拠点化

　　　　　　 　 　⇒ 町内 校（園）活動（竜中の場合、文化クラブ：吹奏楽など）の発表

　　　　   　　　　　・公民館ふれあいホールを中心にギャラリー等も使用して、学校のミニ文化祭

　　　　　　   　　　　　　＊文化活動を通して「学校の今」を発信

　　　   　　　　　　・一般住民に学校への関心を持たせることを目的とした催しを、学校との連携により実施

　　　　b, 情報収集 と 情報発信 について

　　　　　　収集・・・収集のための取り決めを行う・・・マニュアル化

　　　　　　　　　　　　　想定されるものとしては、次のとおり

　　　　　　　　　・団体、自主活Ｇ　⇒　発表会の案内、メンバー勧誘、活動ＰＲ etc

　　　　　　　　　・草の根情報　⇒　各区活動のＰＲ

　　　　　　　　　　　　・公民館　⇒　学校・地域 支援地域本部の活動状況

　  　　　　発信・・・提供期間等の取り決めを行う・・・マニュアル化

　　    　　　　　　　　　発信手段としては、次の方法が考えられる

　　　　　　　　　・公民館独自のＨＰ・・・Ｈ22中にＨＰを作成し、オープン時には稼動させる

　　　　　　　　　・増築スペースのテレビでのディスプレイ

　　　　　　　　　・１Ｆロビーへの掲示　　　　　　＊ＨＰデータとテレビデータの互換性を確保する
　　　　　　　　※ディスプレイをＰ・Ｐで作成し、常時流すことも検討。ボランティアによる運営。

　　　　ｃ, 文化芸術活動の支援について

　　　　　　　・町文化協会との連携による各種発表会の開催・・・町 文化祭　ほか

　　　　　　　・自主活動グループの支援

　　　　　　　　　　⇒「学ぶ楽しみ」の機会創出

　　　　　　　　　　　　　　・活動場所（施設）の提供 と 活動のあり方について指導と助言

　　　　　　　　　　⇒「活かす喜び」の創出　

・学校、地域支援本部活動 ボランティア

　　　　　　　　　　　　　　・町文化祭や地域での発表、施設等での発表 や 指導

　　　　　　　　　　　　　　・高齢者教室 講師として訪問

　　　　d, 公民館教室 と 講座 のあり方について

　　　　　　⇒ 地域（放課後）子ども教室：青少年対象への取組み「生きる力」を育む活動

　　　　　　　　　・学校（学習）支援型・・・土曜塾、夏（冬）休み勉強室の開講　

　　　　　　　　　・体験講座型　・・・・・・わんぱく交竜塾、自然体験塾の継続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹奏楽教室の継続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新規：子ども写生会（町内 名所を巡る）、子ども書道大会（書初め大会）

　　　　　　⇒ 一般町民層を対象とした取組み：主なもの

　　　・学校支援を踏まえてのスキル アップ 講座（将来的には、地域への出前）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ex：町内学校（園）、高齢者教室・その他、地域の要望への対応

　　　　　　　　　・老人会とタイアップでの 熟年大学の継続（内容等は要検討）

　　　　e, 地域と人、人と人を結ぶ「絆」の創出への取組み

　　⇒ ふるさとを思い出させる演出・・・人、自然（風景）、空気、利害関係のない関わりを育む
　　　　例：不惑、耳順（還暦）のつどいの開催　40歳、60歳　

・懐かしい顔、楽しい思い出、今後への意識共有（老後への共通意識・地域貢献など）

　　　　　　　・ふるさとの「今」を伝えると共に、ふるさとからの「期待」も伝える

　　　　　　　・同期会の結成支援、人と人、「横軸（同年）のつながり」を公民館が「縦軸（異年齢）を編む」

　　　g, 公民館活動を支える人材育成の取組み

　　　　・公民館ボランティアの育成（サポーター組織化）

　　　　　　　　　大ホール照明、音響　⇒　条件を付して公募

　　　　　　　　増築部分のディスプレイの情報入力（Ｐポイント）

　　　　　　　　施設周辺の緑化管理（季節の花で彩られる公民館）

　　　h, 公民館のコーディネート機能

　　　　　　　・子育て支援活動と退職シニア層・老人会活動を結びつける。
＝　公民館　２Ｆ　＝

１, 位置付け

　・町内文化財資料の展示や保存作業体験等を通しての文化財愛護意識普及啓発の拠点

　・文化財資料の収集、整理、調査機能

　・団体活動等の会議や研修機会での利用による町づくりひとづくりの為の支援拠点

　・学校支援地域本部活動への取り組みから、地域の教育力向上を図り、更にまちづくりへと発展させる作戦本部機能
　２, 機能について

　(1) 機能向上を踏まえた、各部屋の利用について

（郷土資料室）　

⇒文化財資料の保存・活用・啓発のための拠点スペース。

　　　　　　　作業　⇒　資料整理（遺物洗浄、製図 等）

　　　　　　　見学　⇒　文化財整理作業の見学対応（催し時など）

（まちづくりフロア）

⇒まちづくり活動の拠点。

　　　　　　　＊ 学校・地域・まちづくり 支援本部として、１階の第１～３段階の進捗状況を踏まえた拠点。

　　　　　　　　　　　　・学校・地域 支援コーディネーターの配置

　　　　　　　＊ 各種団体の活動拠点として活用。

　　　　　　　＊ インターネット利用環境を整備。

（工作室）

⇒まちづくり活動に係るイベントや取り組みに係る準備作業スペース

　　　　　　　＊ 看板、資料等の作成作業や、簡易な木工作業ができる空間を確保する。

　　　　　　　＊ オープンスペースに隣接することで、打合せから具体的な作業に至る効率的な動線を確保。

　　　　　　　＊ 作業内容により塗装の付着等を想定し、床面を塩ビシート加工することで拭取り容易にする。

（研修室）

⇒公民館活動（１Ｆ）、まちづくり活動（２Ｆ）、発達支援（３Ｆ）で、研修会・教室等に必要に応じて使用

　　　　　　　＊ 大型モニターテレビ・パソコン・スピーカーの配置（設置）により、以下の利用を想定。

　　　　　　　　　　例：ＩＴ教室、Ｐ・Ｐによるプレゼンや研修会（学習会）、ＤVＤ視聴 等

　　　　　　　＊ 今日のＩＴ技術対応視聴覚機能を向上させる。カーテンの取替えでも遮光性を高める。

　　　　　　　＊ 団体の総会等での利用。（旧中ホールの代替機能を持たせる。但し、80人程度まで。）

（収納庫　２）

⇒オープンスペース利用団体やグループの資料および書類等の収納スペースとして活用

　　　　　　　＊ 施錠できるロッカーを配置し、収納できるようにする。但し、管理責任は利用者に帰属。

　　　　　　　　　　課題：利用規約を設け、関係者間での合意を踏まえた履行の徹底。

3, 機能向上のための公民館活動について

(1) 活動計画

a, 文化財保護と普及啓発・・・整理作業の効率化と普及啓発の広がりをめざす

　　　　　　　・町内から出土した遺物等の整理作業、また、資料作成作業（製図等）の活動拠点。

　　　　　　　・上記、作業過程を期間限定ではあるが見学や体験することを通して、従来は、展示のみであった普及啓発分野について、新たに「作業工程を知る」ことにより、文化財保護活動の大切さや文化財、更には、地域資産としての価値に関して町民が理解を深める機会づくり。

　　 　 b, まちづくり支援

　　　　　　　・地域活動やまちづくり活動にかかわる各種団体やグループ、また、社会教育関係団体等の活動拠点として、会議および打合せや作業等で利用する等、それぞれの活動拠点とする。

　　　　　　　・学校（地域・まちづくり）支援本部の拠点として位置付け、地域コーディネーターを配置し、関係機関等との人的ネットワークを図る。

　　    ｃ, 人材育成機能および各種活動支援

　　　　　　　・研修室を利用した各種研修（学習）会の開催。

　　　　　　　　　（公民館活動、学校支援活動、まちづくり活動、発達支援 の各分野での人材育成や活動支援）

＝　公民館　３Ｆ　＝

1, 位置付け

　　・音楽室は、公民館活動で利用する。

　　・竜王町ふれあい相談発達支援センターを配置し、町内の発達支援に関する拠点施設とする。

　2, 機能について

(1)機能向上を踏まえた、部屋の利用について

（音楽室）
　＊公民館活動を中心に利用想定するが、必要に応じ、公民館と調整の上、発達支援でも活用

＊遮音機能を向上させることにより、公民館活動に利用（吹奏楽教室、音楽関係の自主活動Ｇや町民活動）

竜王町 ふれあい相談発達支援センターの設置

1, 位置付け（機能の概要）
　 ・町内の発達に支援の必要な児童および障害者に対して、その発達段階、年齢、生活状況および社会環境に応じて必要な支援を、保健、福祉、医療、教育、就労等における必要課題を一貫して継続的かつ総合的に提供する。
　＊竜王町ふれあい相談発達支援センターのイメージ図と説明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　象：発達障がいをはじめとした支援の必要な児童等
　　　　　　　　　健康推進課　　　　　　　　サービス：発達段階、年齢、生活状況等に応じた支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提　　供：一貫性、継続性、総合性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　福祉課　　　　学務課
　＊円が３課や各課相互に重なりあう部分全てがセンターを指す。

各課の有するサービスがすべて集約できる施設が理想型。
2, 機能について
　(1) 機能向上を踏まえた各部屋の利用について

（全体を通して）
　　＊従来の公民館３階部分（除：音楽室）を規模は小さいながら、機能面で、できるだけ充足できるように考え、今後さらに拡大するであろう発達障がい等を含む要支援者への支援拠点。
＊支援には一般町民の理解と協力が必要であり、この点からは公民館の社会教育的機能としての１階、２階事業とも連携協力体制がとれるよう配慮。
　＊これまでの学務課、発達支援室等における相談件数は年間４００件以上にのぼるが、センター化することで集約化でき、機能の充実拡大が可能。
（プレイルーム）
　　＊幼児～小学生を主な利用対象とし、個別の遊戯療法（心理療法）のスペース。
　（検査室）
　　＊幼児から小学生までの各種検査（発達・知能・性格等）を実施。
　　＊マジックミラーを設置し、プレイルームを観察できる機能とする。
　（面接室）
　　＊中学生から成人までの各種個別相談対応。
　（サロン）
　　＊不登校児童生徒およびひきこもりがちの青年のくつろぎのスペース。
　（学習室）
　　＊小学生から高校生への学習活動支援室。
 　　 （カウンセリング室）
　　＊青年から成人までの心理療法に対応するスペース。
　（運動療法室）
　　＊幼児への小集団運動トレーニング実施による発達促進支援スペース。
　（事務室）
　　＊様々な職種や専門職スタッフの配置。
　　＊悩み電話相談「ハートダイヤル」を設置対応。
3, 機能向上のための施設運営について

(1) 運営について
　＊開館日は原則、月曜日から金曜日までとする。
　＊開館時間も職員の勤務時間に対応するものとする。夕刻後や週末（土・日）に対応するには、勤務シフトに工夫を加えた職員体制が必要である。
Ⅲ, 公民館と生涯学習課の関係について

　＊ 生涯学習課（行政）

1, 町の生涯学習（社会教育・体育 等）の基本的な考え方と推進方針を示す。

　　　　また、教育機関・施設（公民館・図書館・事業団）の活動調整やチェック機能を持ち、必要に応じ、支援・是正指導を行う。

      2, 関係法令および町の状況を踏まえた、生涯学習推進のあり方を明示し、体制整備と方向付けを行う。また、人権・文化財事務事業を対応。

　＊ 公民館（教育機関・実施機関）

　　　1, 教育行政が示す推進のあり方や課題・重点項目を踏まえ、その政策が実現するべく、具体的に教室・講座等を実施することにより、人材育成をはじめ関係機関や組織等との連携を図る。

      2, 特に、今日的対応として、情報の拠点として、人・地域・機関・組織等の情報収集と発信を行う。

Ⅳ，例規による位置付けについて

　1, 　竜王町公民館設置および管理に関する条例

　　　 竜王町公民館の管理および運営に関する規則

2,　 竜王町ふれあい相談発達支援センター設置条例

　　　 竜王町ふれあい相談発達支援センターの管理および運営に関する規則

　　　 竜王町発達支援システムの整備および運用に関する規則
　　　 竜王町障がいの早期発見および早期支援の実施に関する要綱

ふれあい相談発達支援センター
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